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マキノ町扇状地群の開発と土地利用

一 百瀬川 ・石庭 ・牧野扇状地の比較地誌一

野 間　晴 雄

:Land　 Reclamation　 and　 Land　 Use　 of　Alluvial:Fans

　　　　　　 in　Makino　 Town,　 Shiga　 Pref.

Haruo　 NOMA

1.　 は じめに

　琵琶湖を中心 として同心円的な配列をとる滋

賀県の地形において、扇状地は、沖積低地の地

形要素のなかでは最 も高いところに位置し、外

縁の山地や、段丘 ・丘陵と明らかな傾斜の不連

続によって分かたれる。 しか し沖積低地や段

丘 ・丘陵は、南部や東部に広 く、北部や西部に

狭いという偏 りが存在する。

　図1に みるように、高島郡マキノ町域には2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ももせ

本の:重要な河川が存在する。一つが百瀬川(幹

線流路延長12.0㎞ 、流域面積44.78瞳)で 、あ

と一つが知内川(幹 線流路延長17.5㎞ 、流域面

積49.86k㎡)で ある。いずれの河川 も県内では

比較的短少な河川であり、野洲川(流 長64㎞ 、

流域面積366kの 、安曇川(流 長52㎞ 、流域面積

3111wi)な どの主要河川に比べて流長 ・流域面

積ともに一桁小 さい。 しかし湖西南部の志賀町

の比良山麓複合扇状地群の諸河川に比べると一

桁大きい。この2つ の河川が作る扇状地が本稿

で対象とするものである。すなわち、百瀬川の

作る百瀬ll1扇状地、知内川支流の堀切川(全 長
　 　 　 　 　 　 　 いしば
3.1km)が っ くる石庭扇状 地、同 じく知内川の
　 　 　 　 よきとも

支流である釜研川(全 長4.0㎞)の 牧野扇状地

である。以下の行論では、この名称 を用いる。

ただ、後二者の名称は一般的にはあまり用いら

れているものではないが、扇状地に立地する集

落名から私が仮に命名 したものである。

　 このうち、牧野扇状地は、前二者 と異なって、

同心円状の高等線をした典型的な扇状地ではな

く、とりわけマキノスキー場が立地する斜面は、

山麓の崖錐 ・麓屑面的性格を持っているが、こ

れ も本稿では扇状地に含めることにする。いず

れの扇状地も、山地から流れ出た河川が段丘 ・

丘陵を通過せずに、扇状地に移行 しているのを

特色とするが、後二者は支流が作る扇状地であ

る。

　 この小稿の目的は、これらの扇状地群の自然

地理学的基礎を踏まえたうえで、開発の歴史的

過程や土地利用を概観 したのち、著 しい対照を

みせる百瀬川と牧野扇状地の現在の土地利用や

そこでの生活の一端を比較地詩的に考察するこ

とである。この報告の元になった調査は、昭和

61年7月28日 ～31日 にかけて実施 した地理学研

究室の学生実習を兼ねた共同調査である(1)。

成果の一部については62年1月17日 に開催され

た第32回 滋賀大学湖沼実習施設の講演会で発表

したが、その後の補充調査によって新たな知見

を加えたものが本稿である。

2.地 形 ・自然災害と土地利用概観

(1)湖 西扇状地群の性格

　滋賀県湖西地方(2)は 、東に琵琶湖、西 に比

叡 ・比良山地や野坂山地が立ちはだかり、沖積

平野の発達は安曇川低地を除いて極めて悪い。

湖東地方の沖積低地が湖岸に向かって扇状地一

1987年9月21日 受理。滋賀大学湖沼実習施設業績303号
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　　　　　　　　　　　　　　図1　 マキノ町の扇状地群
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1古 生層山地　 2花 崗岩山地　 3一 般の扇状地よりも相対的に、急傾斜な扇状地　 4沈 砂地
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自然堤防 ・後背湿地帯一デルタ(三 角州)と 模

式的に移行するのに対 して、湖西の扇状地群は、

安曇川低地を除いては、下流に自然堤防 ・後背

湿地帯やデルタをほとんど欠いているか、存在

して もごく狭い。湖岸の標高86m(水 面標高

85.6m)一90Mに 分布する狭長な三角州性低地

も、湖水面の低下によって形成 された部分がか

なりあると思われる。ただ、比良山麓の複合扇

状地群だけは、湖岸付近の河床 も粗粒の礫で構

成 されて、直接、琵琶湖に流入しており、やや

例外的である。

　湖岸に形成 される沖積平野は、海岸に形成さ

れる場合と異なって、潮汐作用がないため、感

潮デルタを欠く。大矢雅彦は、このような湖岸

の堆積環境を重要視 して、海岸に形成 される沖

積平野とは別の類型を設定 している(3)。湖西

の扇状地群は、氏の分類では、陸上部の堆積物

質が砂 ・礫の粗粒である 「扇状地+自 然堤防」

で、水中部が前置斜面の明瞭な水中デルタとな

る下位分類に該当すると考えてよい。

(2)マ キノ町の扇状地群

　次に、これらの扇状地群の地形 ・河川災害を

中心 とした自然的基礎や開発の歴史的過程につ

いて述べよう。

　 a)百 瀬川扇状地

　 この扇状地は標式的な扇状地 として、中学 ・

高等学校の参考書や読図のたみの地形図集には

甲府盆地 と並んで扇状地の代表事例 として最も

よく取 り上げられるものの一つである(4)。扇

端部を結ぶ見事な集落立地や、「深清水」の地

名から推定 される湧水の存在、天井川をくぐる

道路 トンネル、扇央部にみられる広葉樹林の存

在は、確かに中等教育 レベルでは適切な教材と

いってよい。 しか しこの扇状地の形成過程を人

文現象と関係付けて本格的に論 じたものはほと

んどない。むしろ、上流山地の土石流災害のメ

カニズムに関心が集中し、その膨大な砂礫の堆

積の場 としてセットで扇状地がとらえられてき

た(5)。上流部の地質は、丹波山地から連なる

秩父古生層で、チ ャー ト・粘板岩 ・頁岩 ・硬砂

岩などからな り、土砂崩壊はむしろ起こりにく

い地層 といえよう(6)。その河川延長 に比較 し

て非常に膨大な土砂供給量の要因は、今津町域

を流れる石田川 と百瀬川の河川争奪により、百

瀬川が石田川の上流部を斬首 した結果、百瀬川

の下刻作用が増大 したためといわれる(7>。こ

の河川争奪地点(河 川争奪の肱)は 、標高420m

付近にあ り、ここを中心に斜面崩壊地形が集中

している。それよりも上流、標高510Mよ りも

高い部分には平底谷が広がり、湿地 となってい

て、無能河川が流れている(8)。 しかし水山高

幸が指摘するように、河川争奪の時期の認定 と

現在の百瀬川上流部の崩壊が示す侵食の形式が

連続的なものかどうかは、今後に残 された課題

である(9)。

　現在の扇状地は150mを 扇頂部 として、扇端

部は90M、 縦長(現 在の河道部分)2.25㎞ 、勾

配22.2/1,000で あ り、比良山麓 の扇状地の

40/1,000程 度に比べると緩傾斜であるが、盆地

内の小扇状地のなかでは、ほぼ平均 的な値であ

ろう⑯ 。

　現在の河道は扇状地の北に片寄った位置にあ

り、標高1400m付 近から下流は天井川化 して最

も高いところでは、河床と堤内地 との地盤高の 唱

比高が7一 一8mに および、能瀬良明は六甲山麓
に かわ

仁川の天井川 とともに、「日本最高の天井川」

として紹介 している(11>。この天井川は、川幅

を上流よりも狭めながら湖岸の知内浜まで連続

する。天井川沿いの微高地は標高87m付 近(図

2のA点)ま で伸びてきているが、それよりも

下流には天井川 を作 りながらそれに沿った微高

地はみられない。籠瀬は、「人間の力を強 く受

けた自然堤防」ニ 「天井川沿いの微高地」と、
「河川その ものとしての天井川」として峻別す

ることを提唱 しているが(12)、百瀬川の場合 こ

の両者のコントラス トがとりわけはっきりして

いる。河川 としての天井川は三角州性低地にみ

られることに注目したい。人間の力によって河

道を固定したため、河床が上昇 して、天井川化

するのであるが、粗粒砂礫はほとんどA点 まで

で堆積してしまうようである。

　 図2は 明治26年(1893)測 図の正式2万 分の

1地 形図(13)を基図として、当時の土地利用を

示 したものであるが、そこに藤原敏朗の復原に

よる堤防の建設時代 を書き加えておいた(14)。

　『高島郡誌』(1927)や 、『マキノ町誌」(1986)

などから拾いだした百瀬川の主要な破堤記録か

ら判明することは、次の4点 である。
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図3　 百瀬川扇状地の地質柱状図とN値(番 号は図1の ×の位置に対応する)

　　1)　18世紀から現在 までの破堤は左右両岸

　　　で発生 しているが、近世の破堤は左岸が

　　　より激甚で、とりわけ沢 ・森西の間付近

　　　で頻発 している。

　　2)　本川の膨大な土砂により、石庭 ・辻方

　　　面から石庭扇状地の扇側部を流れる水路

　　　が遮断され、 しば しば沼地と化 した(15)。

　　3)河 道の屈曲点で破堤が頻発 し、それを

　　　防ぐため左岸を中心に堤防が強化された

　　　 (図2の ①～⑤など)。

　　4)　 明治期以降も破堤は頻発するが、右岸

　　　の回数が増加する。

扇状地の地下の構造については、ボーリング

データが乏 しいため、正確な状況は把握できて

いないが、今年調査 された湖北バイパスの工事

のための地質柱状図が入手で きたので、既往の

柱状図2つ を加えて、資料堤示の意味を込めて、
一応の推定をしてみたい(16)。

　図3が その柱状図をまとめたもので、その位

置は図1に ×印で示す。地質区分は、玉石が混

入した砂礫、砂、シル ト・粘土の3区 分に私が

編集し直した。⑦を除いてどれも玉石混 じりの

砂礫質が大部分を占めるが、その中に帯状にN

値の小 さい砂やシルト・粘土からなる相対的に

軟弱な層がみられる。このうち、①の97m付 近

の地下水面下のシル ト・粘土層がつながると考

えると、それより下の粗い礫層はより古い扇状

地堆積物 あるいは段丘堆積物 の可能性が ある。

また、⑥ のマキノ南小学校 地のデー タは、25m

以 上 にわたってボ ーリング されてお り、全体 と

して、粗礫に、砂 やシル ト混 じ りの砂が ところ

どころに滞層 として挾 まっている状 態で、N値

、もば らつ きが大 きい。 ここで は、88m、 あ るい

は84m付 近 の軟弱層 を狭 んで新旧の扇状地 に分

かれる可能性 を指摘す るに とどめる。⑦ は、N

値 が 地下3mま で かな り小 さい軟弱 地盤 であ

り、表土は水 田となっている。石庭 扇状地 との

間の この低地 は、2つ の扇状地 が完全 には連続

していない部分で、百瀬川本川の河床上昇に よ

る排水不良になった軟弱地盤 と思われる。

　 また、現河床の2地 点S1とSz(図1参 照)

で 、100個 の 礫 を ランダムに とってその粒径 を

測定 した結 果で も、長径 の平均 はsill.2cm、

S211.3cmで あ る。5～10cmの 粒 径 にS,で38、

S2で40が 集 中 し、 ともに粗礫質 とみな してよ

い。

　 扇状地面に目を移す と、北半分と南半分では

土地利用にはっきりとした差異が存在する。こ

れによると、広葉樹 を中心 とした平地林(当 時

の凡例では闊葉樹)が 扇状地の北半分には圧倒

的に多いが、南半分は水田と桑畑になっている。

桑は開国によって生 じた外国からの生糸需要に

応えるものである。江戸時代からの養蚕核心産

地であった東浅井郡 ・伊香郡に比べると、高島
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郡は後発地域であるが(17)、明治中期から栽培

が急増した。郡内では最も桑栽培が盛んに行な

われたのが、この図にみる旧百瀬村である。最1

盛期と考えられる明治36年(1903)に は、春蚕

266戸 、夏蚕323戸 、収蔵量427石 であ り、当時、

2軒 に1戸 は養蚕に従事 していた(18)。あと一

つの顕著な土地利用が水田である。百瀬川の旧

流路と考えられる凹地(周囲との比高は約50cm)

に扇状部から連続的な水田が広がっている。主

要な流路は空中写真から3系 統確認される。そ

の凹地を幹線水路が流れ、これによって用水が

潤沢に得られることが、水田になっている最大

の理由である。取水地点は扇頂部 よりも上流の

B地 点(標 高161m)で 、そこから百瀬川本流

に並行して流れて、扇頂部で南東に分流する。

　 現在の百瀬川の河道は扇状地面の著 しく北に

片寄った位置にあるが、かつての流路や地下の

構造か ら推定 して、南から次第に北へ変えて

いったものと推定 される(19)。土地利用 もより

集約的な水田から果樹、雑木林 と変わっていく。

..2,500分の1の 大縮尺地形図で2mご との等高

線を微視的にみると、南半分 により開析を受け

た凹凸が存在する。これに対 して、北は現河道

と左岸側(沈砂地付近)が膨大 な土砂供給によっ

て大きく張 り出しているのを除けば、凹凸の少

ない典型的な同心的等高線 を示す。

　 b)石 庭扇状地

　 知内川の支流、堀切川によって形成された扇

状地で、扇頂部に石庭の集落が、扇側部に辻 驚

森西、扇端部には南牧野(大 字は牧野)・ 寺久
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひるぐち

保 ・醍醐(大 字は寺久保)・ 蛭口 ・沢の各集落

が立地する。百瀬川の扇状地に比べて扇端部は

loom前 後とlomほ ど高いだけなのに対 して、

扇頂部の標高が185mと35mも 高い。扇端部の

北部と知内川の細長い谷底平野との間にはかな

り明瞭な崖(比 高約8m)に よって分断されて

いる。最大長は1.2km、 平均傾斜75/1,000と 百

瀬川扇状地に比べるとかな り急である。

　 この扇状地を流れる河川は天井川になってお

らず、扇央部での伏流もない。むしろ知内川の

合流点付近では下刻が進んでいる若い扇状地で
'ある(20)

。旧河道に当たるものは微細にみると、

かなり乱流 していたことが空中写真や大縮尺地

形図から推定できるが、主要部が果樹園になっ

ていて、百瀬川扇状地の場合ほどはっきりしは

ない。事実、百瀬川のような激甚な破堤災害は

管見の限りでは、ほとんどなかったとみてよい

が、辻 ・森西や沢は隣 りの百瀬川の破堤氾濫 し

た場合に、大きな被害を受けた。図1に 旧河道 ・

浅谷と示 しておいたのは、ほぼ同じレベルで確

認されうるものだけに限った。それをみればわ

かるように、南側に相対的に比高の低い部分が

存在 し、水田となっている所では、灌漑用水と

して山麓の谷水を利用 している。山の中には

緑 ヶ池が正式2万 分の1地 形図にすでにみられ

る。また、この水田とは連続はしないが、辻か

ら森西にかけての扇側部にも水田がみられ、い

ずれも谷水を水源とする。これらの水田は明治

中期にはすでに存在 している。

　 しか し開発過程の詳 しいプロセスについて
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 とも
は、資料不足のため不詳である。平安時代は靹
ゆい

結郷に属 していたと推定され、古北陸道がこの

扇状地を横切 り、石庭付近に靹結駅を比定する

説もある(21)。また斉頼塚古墳 はこの地方の盟

主の墓とされる円墳である(図2参 照)。 少な

くとも辻村の享保9年(1724)の 『辻村高反別

指出帳』には、元禄5年(1629)・ 享保2年(1717)

の新田検地による下畑や下田が記載されている

ことから推定できるように、江戸時代中期に部

分的な平地林の開墾がが扇状部を中心に行なわ

れたとみてよい。また石庭の北の扇側部の水田

も近世に開かれたようで、水源としては青谷た

め池(享 保年間にはすでに存在)に よってい

る(22)。これらのため池は、単に渓流の水を引

水するだけでは不安定な扇状地の水田開発のた

めに、より恒常的水供給の機能を果た したこと

は容易に推測できる。

　 しか し扇央部は現在 もなお雑木林がかなり分

布し、水田は開かれていない。ここには周辺集

落の区有林や学校林、個人所有の山林などが混

在していた。いずれもクヌギやナラを主体 とし

た薪炭林 として機能 していたものである。第二

次世界大戦後の食糧増産の要請に応えるため、

この地域の開墾が計画され、国によって買い上

げられた。 しか しその後の食糧事情の好転で、

開墾されずに長らく放置されていた。

　その高度利用が県や町 ・一部地主によって昭

和30年 代後半から考えられるようになる。この
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直接の契機は、終戦直後の始められた国の緊急

開拓事業が新 しい時代にそぐわなくなり、昭和

36年(1961)に 新制度のパイロット事業の実施

要綱が定められたことである。従来の開拓制度

と異なるのは、入植:重点主義ではなく、既存農

家の規模拡大に重点を置 くこと、米麦以外の主

要食糧以外の果樹 ・畜産 ・野菜などを基幹作物

とすることなどであった。滋賀県では泰山寺野

(安曇川町:モ モ ・クリ)・ 布引(永 源寺町:
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 むしょうの

クリ)・ 頓宮(土 山:茶)・ 虫 生 野(水 口町:

茶 ・苗木 ・米)と ならんで、ここが県営開拓パ

イロット事業の指定 を受けた(23)。昭和37年 か

ら40年 にかけて68.8haを 対象 として、抜根開

畑、幹線道路建設、土壌改良などを実施したの

ち、クリを4万 本植栽した。経営 ・維持管理は

地権者の団体である農事組合法人 「マキノ果樹

生産組合」 を組合員145人 で設立 して行なって

いる(24)。

　昭和46年(1971)か らは、観光農業への脱皮

を図って、観光果圃を開設 した。湖西線が開通

した昭和49年 以降は入園客が年間2万 人近 く訪

れたこともあったが、交通の不便さや他の施設

に乏 しい ことなどの要因で、現在では7,000人

前後に減少 している。クリの収穫時期 との関係

で、開園期間が9-10月 の約1カ 月と極めて限

定されること、成木の老木化による収穫量の減

少、共同経営方式のため個人の経営意欲がもう

ひとつ上がらないことなど、課題 も多い。 しか

し近年は、いも掘 りを同時にできるようにした

り、60年 からは各種の果樹苗を栽植して果樹観

察園を計画するなど、滋賀県が推進している自

然休養村構想に呼応 して、マキノ町観光の核 と

なる 「土 に学ぶ里」(昭 和54年 開始)の 重要な

施設のひとつ として、その一翼を担おうとして

いる。

　 c)牧 野扇状地

　 北牧野は扇状地の扇端部にあり、集落は標高

130一一140mに 位置する。付近には製鉄遺跡や後

期の群集墳が存在する。これに対 して、西牧野

は山麓に接 した小規模な扇状地に、南牧野は石

庭扇状地の扇端部に位置するため、北牧野とは

小さな地形レベルでは立地が異なっている。 し

かしいずれも知内川の支流によって涵養 された

水田が存在することは共通する。これらの水田

は、牧野区有文書に 『寛文6年 新田畑検地帳』

(1661)が残されていることなどか ら推定して、

17世紀ごろまでに平地林を開墾 した新田であろ

うと思われる(25)。また周囲の山地 は牧野の共
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かい

有林になっていたばなりでな く、西浜 ・下開
で

田 ・上開田 ・寺久保 ・牧野5か 村の立会山が存

在 し、薪 ・柴草やほとろ(若 芽)が 生活物資 と

して、また肥料源として非常に重要な比率を占

めていた。そのため両者の境やその用益権 をめ

ぐっての村 どうしの争いもあった(26)。

　生業としては、かつては純農業村落の色彩が

強かったが、開墾地が多 く地味は劣 っている。

しかし、豊富な山林資源を利用 した炭焼きや薪

炭材 ・苅安(27)採取 などはかなり重要な副業で

あった。北牧野は、この集落を越えて、赤塚山

(現在、スキー場のある山)を かすめて、福井
　 　 　 　 　 　 　 　 　 あわがら

県の三方方面にぬける粟柄峠越えの峠下集落で

もあったが、徒歩で しか越 えられないことも

あって、若狭方面との交渉は、京都方面 との結

びつきに比べるとずっと弱かった。

水

3.　百瀬川扇状地南部の農業的土地利用と湧

　本章と次章は、扇状地の特色ある土地利用に

ついての実態調査をもとにした考察を行なう。

(1)百 瀬川扇状地南部の農業的土地利用

　前章でも言及 したように、百瀬川扇状地は現

河道がいまなお膨大な土砂を吐 き出しているア

クティブな扇状地の北半分と、比較的鎮静して

いる南半分では土地利用が大きく異なる。北半

分は雑木林がいまなお卓越するが、一部は昭和

44年(1969)ご ろ、大阪の不動産業者などによっ

て別荘地として分譲され、簡易舗装道路がつけ

られ水道電気も一応引くことが可能になった造

成地が沈砂地の北にある。ただ、入居者はほと

んどなく、荒れ放題になっている。薪炭利用が

全 く省みられなくなった現在、この雑木林は広

大な末利用地として残されている。

　 これに対 して、南半分は扇頂部から扇端部に

かけて連続 して農業的土地利用がみられる。わ

れわれはこの部分の一筆ごとの植え付け作物の

調査を昨年7月 末に実施した。結果は2,500分

の1土 地利用図として図化 し、さらにデジタイ

ザーとパソコンによって地目別 ・作付け作物別
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　　帯グラフは土地利用図からのデジタイザーによる計

　　測値を比率(%)に 直したものである。現地調査は

　　1986年7月30日。

図4　 百 瀬 川 扇 状 地 南 部 の農 業 的土 地 利 用
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の面積 を計測 し、全体(102.2ha)の 中で占

める比率 を計算 した(図4)。 土地利用 として

のまとまりを考慮 したため、南半分は今津町域

を含んでいることにあらかじめ留意 していただ

きたい。

　 いちばん面積 として広いのが果樹園で、35.6

ha、34.8%を 占め、次 に水 田(29.9%)、 畑

(22.3%)が これに次 ぐ。果樹の89.2%、31.7

haは カキであることが大 きな特色である。図

4を みると、この分布は扇央部に集中している。

扇頂部よりさらに上流から取水 した用水路は、

地表上で扇端部に接続 しているが、扇央部を灌

漑するだけの水量に乏 しい。そのため、乏水地

で粗放的管理にも耐えうるカキが作付けられて

いるとみてよい。品種は圧倒的に富有柿(岐 阜

産)が 多い。

　水田の分布 はミクロにみて も極めて興味深

い。旧河道と考えてよい凹地を結ぶように水路

が引かれているが、扇頂部は連続的な水田の配

置がみられるのに、標高120mを 境にして、そ

れより低い扇央部では、水路沿いの耕地にのみ

帯状にみられる。 しかも、この扇央部ではダイ

ズの転作が多く、一部にはカキを栽植 して果樹

園化したものもある。転作は農業政策の反映で

あるが、個々の農家 レベルでみれば、より条件

悪い土地を転作にだそうとする戦略をとる。砂

礫質の水漏れの激 しい百瀬川扇状地では、通耕

距離の遠い、より水掛か りが悪い水田がその対

象となる。現在の扇状地の土地利用は、粗放化

していっているように思えてならない。そのな

かで、宅地周辺にはなおイネの作付けがみられ

るが、これは、距離が近いことか らする通耕の

容易さと、扇央部に比べて細粒の土壌による。
'扇頂部から

の用水はこの付近で一部が伏流 して

しまい、また水量 も十分ではない。明治前期の

中庄村地籍図をみて も、この付近は林地や畑地

になっており、水田はみられない。

　次にカキについて検討 しよう。稲作が圧倒的

な滋賀県では、果樹栽培は微々たるものであ り、

技術 ・設備 ・規模 ・市場いずれをとっても貧弱

である。しかし果樹の中では、最も栽培面積が

広いのがカキである。 もともとカキは宅地や農

地の片隅で散在的 ・粗放的に栽培 された果樹で

ある。 しか しここのカキは当初から集団的な果

樹園形式をとり、草津市の老上地区(28)ととも

に、県下では最も歴史の古い産地となっている。

その発祥は、大正初期に岐阜県の養蜂家によっ

てカキの積木がもたらされて、これ を在来種の

台木に接 ぐことにより栽培面積を増やして、商

品化 していったものである。昭和初期の面積は

1.5ha、4-5名 の農家が栽培 し、大津方面

に出荷 していたという(29)。その後、栽培農家

は徐々に増加 し、昭和15～6年 ごろには面積は

7一一8haに 及ぶ。肥料 としてはこの扇状地の
　 　 　 　 　 あいば の

野草のほか、饗庭野の陸軍砲兵演習場の馬糞な

ども用いた。

　戦時中は食糧増産の掛け声で果樹栽培はどの

産地でも衰退 している。しかしこの地域では、

昭和22年(1947)に 、23名 の会員で研究会を結

成 し、県農試園芸部の指導で増植を始め、モモ

の栽植も試みられる。県統計書で果樹の統計が

町村別に得られるのはごく一時期にすぎない。

昭和25年(1950)の カキの栽培面積 をみると、

県全体の集団果樹園65.3町 のうち、深清水の集

落を含 む川上村が17.8町 、百瀬村が100町 、今

津町が16.7町 で、この3町 村で県全体の6.8%

を占めるに過ぎない。 しか し高島郡だけについ

てみると72.4%を 占めてお り、きわめてローカ

ルではあるが、産地を形成 しているといえよ

う(30)。昭和31年(1956)に は果樹組合が結成

されて、京都 ・大津を目指 した共同出荷体制を

しく。 しか し栽培はこの地域にとどまり、他地

域への拡散はみられなかった。

　そのほか面積はわずかであるが、この扇状地

に卓越する畑作物 としては、マクワウリ、スイ

カ、タバコ、 トウモロコシ、ダイズ、アズキな

どがある。 タバコ(31)を除いて水田の転作作物

として導入されたものである。第二次世界大戦

後入植 した新田(大 字は深清水)の 北は畑地の

区画整理であ り、この一帯にスイカ ・マクワウ

リや飼料用の トウモロコシが多い。

(2)扇 端部の湧水利用

　扇状地の末端部での湧水とそれを契機 とした

集落立地はよく知 られている。 しか し、個々の

集落内で、どのように湧水が得られ、それがど

のような利用に供されるか、あるいは、1mか

それ以下のオーダーでの微地形との関係などに

ついては、これまでほとんど取 り上げられてこ
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　　 図7　 湧水の用水路に沿った水準測量断面

(アルファベットは図5に 対応。破線は水路底の断面)
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なかった。そこでわれわれは、新保 ・中庄 ・大

沼の3集 落を中心に、集落内の湧水のすべて確

認し、またそれに関わる施設も同時に把握 して、

分希図を作成 した(図5)(32)。 これをもとに

して、若干の考察を加えよう。

　 まず用語の説明をしておきたい。自然に湧出

する水を住民はショウズと呼んでお り、漢字を

充てるとすれば清水であろう。 しか しこの用語

は水 自体よりもその湧出する場所を指 し示すこ

との方が多いようである。周 りから土砂が落ち

たり崩れたりしないように、石組にしたものも

ある(図6)。 一年中この水は枯渇することは

ないのが特色である。これに対 して、人為的に

石組や木枠を作って地下へ掘削 し、地下水を取

水 しているのがイケで、浅層地下水をとる井戸

のことを意味する。夏は地下水位が下がるため、

枯渇するのが:普通である。

　 このショウズ とイケの分布の違いは非常に

はっきりしている。対象3集 落において、イケ

はショウズよりも標高の高いところに位置し、

ショウズが水路によって下流や他のショウズと

結びついているのに対 し、イケは孤立分散的で、

個人所有が一般的である。

　 またショウズが主として集落より東に位置す

る湖岸の水田の灌漑用水として用いられるのに

対 して、イケは飲料水 ・生活用水 としての利用

が中心である。ショウズの分布は新保では標高

92-93mの 集落内に、中庄 ・大沼では89-90m

と約2mの 違いがある。これは扇状地全体が北

に高いことに関係 しているためと思われる。扇

端部の張出しが、新保 ・中庄のあいだの荒地に

なっている大字の境界付近で最も湖岸へ伸びて

お り、その両側の少 し入 りこんだところに湧水

地点が集中する。とりわけ、新保の湧水は沖積

低地のなかの浅い谷状のところに分布するのが

等高線 との関係か ら読み とれる。図7に は新

保 ・中庄における主要なショウズの流路の水準

測量結果に主要地点を、A-Mの 記号を付 して

おいた。この記号は図5に 対応する。地表面か

ら約60cm上 に水面があ り、どの付近から7月 末

の時期に湧水がみられるかが読みとれる。

　集落から東の湖岸低地にはほほ正南北方位の

条里遺構が湖岸の浜堤 と旧内湖(33)にごく近接

するところまで存在 したことは、われわれの地

籍図での確認や圃場整備前の5,000分 の1都 市

計画図(昭 和46年 測量)な どから判明した。そ

の範囲は図2に 加えておいたので参照された

い(鋤。 この湖岸低地の灌漑は何に水源 を求め

たのであろうか。百瀬川だけからの引水で湖岸

低地の連続的な条里を灌漑したとみなすのは難

しい。これらの条里水田の水源が図5に みるよ

うな何箇所からも湧出する湧水を集めたもので

ある可能性は極めて高い。

　ショウズは個人の屋敷地内に湧出することも

多い。屋根のついた物置 き棚のような洗い場に

は台所用品が置かれており、食器や野菜を洗っ

たりすることにも用いられる。ショウズは屋根

で覆って私的利用するものが多いが、そこで使

用 した水 は水路によって下流へ流れてい く。

ショウズが流れる水路をカワと呼んでお り、そ

のなかには名前がついたものもある。新保のゲ

ンシロウカワ、中庄のボンノカワ ・シミズカワ

などがそれで、前者はそのショウズを開発 した

人の名前 と推定される。屋根の無い洗い場はカ

ワの両側が一段低 く階段状になっていたり、水

路幅がその部分だけ石組やコンクリー トによっ

て拡幅されており、洗い場 として利用される(図

8)。 ここで洗濯 した り、収穫 した野菜や農具

を洗ったりもする。新保の場合、家の前にある

ものは、個人利用されているが、集落の東端に

ある比較的規模の大きいものは、共同洗い場と

して機能 している。またここに新たな湧出がみ

られるところもある。この洗い場を共同 ・個人

の所有に関わりな く、イケとも呼ぶ(35)。

　琵琶湖沿岸の集落では、水道が導入されるま

で、生活用水として、井戸、川水 ・山水、湖水

など多様な水源が、用途ごとの重層的な利用が

されていたことを滋賀県琵琶湖研究所の共同研

究は明らかにした。そこでは伝統的な用水利用

が常に排水 とワンセ ットのものとして存在する

しがなかった生態学的連関と、住民のきめ細か

な対応が非常に強調されている(36)。そこで事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あげちない

例として取 り上げられたマキノ町上知内と海津

東町は、前者が沢付近に湧水源をもつ前川とい

う小河川、後者が井戸 と湖水であ り、地形条件

もわれわれが取 り上げた3集 落と異なる。そこ

で、これらを統一的に理解するため、模式図を

提示 して一応の説明の筋道をつけてみたい。
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図8　 共同の洗濯場(新 保)
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　 　 図9　 水利用の模式図
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　図9は 扇状地の末端に位置する新保のような

集落と、湖岸低地のなかほどにある上知内、湖

岸にある海津東町をイメージして作成したもの

である。伏流水がちょうど湧出するA地 点では

ショウズとイケと呼ばれる井戸はわずか!～

2mの 標高差によって、現われ方に違いが生 じ

るのであるが、どちらも水源としているのは地

下の浅層を流れてきた水である。井戸 といって

も、 しっか りした石組によって数mも 掘削 した

被圧地下水の井戸ではない。小さな池とわれわ

れが通常 もつイメージとしての井戸 との識別 し

がたいのがイケであり、湖岸の村Cで も共同井

戸は同 じような構造である。これに対 して小河

川を利用するBで は、 もし井戸 を掘るとしても

AやC地 点のようには容易には水は得 られない

であろう。むしろ表流水をいかに有効に、汚染

を最小限にして用いるかのため、明示的あるい

は暗黙の"水 利用のルール"や 集落内規制が存

在 した。 これに対 して、Aで の水利用はかなり

自由度が大きい。自然湧水のショウズを飲料水

蒜轟轟転ず、舞犠 距 離 で講 書罎羅 譲紅な馳

洗浄用や農業用水までこれを用いることができ

る。洗い場は単に湧水の通過地点としてだけで

なく、湧水が湧出しているところすら存在する。

たとえ井戸 を掘るとしても、わずかに掘 り込

んだ り、管を差 し込んだだけで良質の水が得ら

れる。豊富な扇状地末端の湧水によって、極め

て個別的な利用が可能な水条件 を内包 してい

る。古川彰が海津東町で取 り上げているような

はっきりした形の池仲間3ηにあたるものが、

この3集 落ではカワタ仲間 と呼ばれるもであ

る。これは葬式などの互助組織でもあり、村落

内の小地域集団としても機能している。しかし、

海津東町のようなイケそのものについての明確

な規制や意識は存在しない。集落内のいたると

ころがらじわ じわと浸み出る地下水をいろいろ

な用途にふんだんに用いているのが、ここの地

域像 として的を射ているであろう。

4.　 マキノスキー場の開発 と民宿集落の成立

(1)マ キ ノスキー場の開発 と交通手段の変革

　牧野扇状地 に位置する集落 としては、北牧野

だけであるが、近 世以来 、村(大 字)と して は

西牧野 ・南牧野 を含めた3集 落で一村 をなす。

大字牧野 は、昭和61年4月 末現在 、戸数59、 人
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口235人 である。寺院と4軒 の細木姓 を除けば

すべてが青谷姓であ り、今なお均質性が高い集

団といえよう。

　 スキー場が開発されるまでの牧野は、近江盆

地の周縁部にどこにで もあるような水稲単作

と、周辺の林野資源を活用 した薪炭で生業を営

んでいた農山村であった(38)。

　 この牧野の広大な村有の山林原野に目をつけ

て、大正6年1月(1917)に 蛭口出身の西庄村

村長の井花伊佐衛門と、今津中学(現 在の高島

高校)の 体育教諭であった寺久保出身の広井親

之助が、伊吹山で京都第土中学校長の中山再次

郎 らが滑走 したのに刺激 されて、牧野の赤塚山

(現在の第1ゲ レンデ付近)で 滑走 したのが最

初 といわれる(39)。大正14年2月(1925)に は

牧野で大阪朝 日新聞の後援でスキー競技会が開

催されているが、参加者は地元の小中学生 ・今

津中学の学生が主であった(40)。ただ当時は交

通が不便であ り、遠方から訪れる人はほとんど

なかったようである。昭和4年(1929)12月 、

片仮名の 「マキノ」 を冠 したマキノスキー場が

正式に開設される(41)。

　わが国へのスキーの紹介は、明治44年(1911)、

新潟県高田市にオース トリアのレルビ少佐が軍

隊訓練用に導入 したのが最初 といわれ、その後、
　 　 おおわに

小樽、大鰐温泉(青 森県)、五色温泉(山 形県)、

大町 ・野沢温泉(長 野県)な どが、地元の小資

本によって、大正から昭和初期にかけて開発さ

れる。白坂蕃はこの時期をスキー場開発の第1

期 と区分 しているが(42)、マキノスキー場 もこ

の時期に開発されたもので、関西では兵庫県の

神鍋山 ・氷の山、滋賀県の伊吹山とならんで最

も歴史の古いスキー場の一つである。 しかし戦

前の有名スキー場が温泉地に存在 し、 しかも旅

館業者などの地元資本が中心となって施設を拡

張 していったのに対 して(43)、マキノスキー場

は観光資源 ・交通の便 ともに良好であったとは

いえない。

　 しか し昭和5年(1930)に は、琵琶湖鉄道汽

船(も と太湖汽船系)と 湖南汽船(京 阪電鉄系)

が合併 した新生の太湖汽船が、浜大津からス

キー船の運航を開始 した。これは午前0時 に浜

大津港を出航 して、早朝に海津に着 き、そこか

ら徒歩またはバスでスキー場に向かい、日中ス

キーを楽 しんで、午後5時 に再び海津から浜大

津に向かうものである。京都 ・大阪方面から休

日を有効に利用できる交通機関としてたいそう

賑わった(44)。また、翌昭和6年(1931)に は

江若鉄道が今津まで延伸 されたのを機会とし

て、いっそうスキー客が集 まるようになる。新

生の太湖汽船は京阪電鉄の完全な子会社であ

り、江若鉄道も高島郡の地元資本を母体 としな

がらも、京阪の息のかかったローカル鉄道で

あったから、マキノスキー場は京阪電鉄の資本

による交通手段の開発で、急速に京都 ・大阪方

面のスキーヤーを集めていったといえよう。

　太平洋戦争中はスキー客の足 も遠のいたが、

戦後は国民のレジャーとしてスキーが定着する

なかで、戦前にも増 して賑わうようになった。

交通機関としては、乗 り換 えをしなければなら

ない船や江若鉄道に代わって、直通バスが主体

となる。図10は昭和35年 からの毎年のマキノス

キー場の観光客数の推移を示したもので、今津

の冬季の降水:量を参考にあげておいた。降雪期

間や降雪量によって年ごとのスキー客の変位が

大きいのが目につ くが、特別雪の少なかった年

を除いて、昭和50年 ごろまでは、10万人～15万

人で推移 している。戦後のゲレンデスキーでは

リフ トは不可欠となったが、マキノスキー場で

は江若鉄道 と大字の共同出資として、昭和31年

(1956)に 第1リ フト、39年(1964)に 第2リ

フ トが開設されている。

　しかし35年に比良スキー場、37年 に箱館山ス

1万人}
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　 　 図10　 マキノ高原の観光客数の推移

　資料は滋賀県観光物産課調べの各年度 「滋賀

　県観光地観光者数統計調書」などによる。ス

　キー客以外の観光客 も含む。×はデータなし

　の年。棒グラフは前年12月 ～3月 の4カ 月間

　の降水量の累計値。54・55年 は一部降水デー

　タ欠落のため、記入を省略。
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表1　 観光客の季節変動と宿泊者比率　　　(昭和59年度)

観 光 客　数 (千人)

1年延人数 1-3月(%) 7・8月(%)

マキノ高原 261 ,207(79.3) 40(15.3)

うち宿泊率(%) 28.1 10.5 72.1

びわ湖バレー 396 265(66.9) 57(14.3)

うち宿泊率(%) 2.3 1.7 5.1

比良山 1337 986(73.7) 133(9.9)

うち宿泊率(%) 2.1 2.0 3.8

(資料)滋 賀県観光物産課 「昭和59年 度滋賀県観光地 ・観光者数統計書」、

　 　 1984

キー場(今 津町)、40年 に比良山系南部の打見

山 ・蓬莱山一帯にサンケイバレー(45)開設され

ると、京都 ・大阪方面からのスキーヤーは、近

くてゲレンデが変化に富むこれらのスキー場に

殺到して、マキノスキー場は観光客数で溝 をあ

けられていくことは否めない。昭和43年 ですで

にびわ湖バ レーが1.6倍 、比 良スキー場(46)が

4.3倍 の観光客を集めている。

　マキノスキー場では、年間観光客の大部分が

1～3月 に集中する。スキー場 としては年末年

始の滑走が可能かどうかが企業的なスキー場経

営にとって非常に重要 といわれる。その点マキ

ノスキー場の場合は、標高が200m-300mと か

なり低いところに立地するため、不安定な要素

が多い。昭和54年 ごろからの観光客数は漸増の

傾向にあるが、これはスキーの客の増加という

よりも、夏場の学生 ・生徒の合宿 ・テニス ・

キャンプ ・ハイキングなどの掘 り起こしを、町

をあげて行なったことの効果の方が大 きい。そ

れは表1に みられるように、マキノ高原1年 間

(昭和59年)の 延べ観光客数26万 人のうち、な

お8割 は1～3月 に集中するが、7・8月 にも

4万 人、15%の 観光需要がある。 しかも宿泊者

の比率が冬期では1割 に過 ぎないのが、夏期に

は7割 以上に及ぶことからも、観光 目的の多様

化が窺われる。つまり、完全な冬の日帰 り中心

型スキー場であったマキノが、ここ数年の問に、

スキーを中心 としながらも、冬 ・夏型の滞在型

観光地に脱皮 しようとする傾向が指摘できるの

である。

(2)民 宿経営の現状

　わが国のスキー場のゲレンデ拡張 ・リフ トの

増設や宿泊施設の整備は、昭和30年 ごろから信

州のスキー場を中心に進み、スキー人口の増大

と相まって多 くのスキー客を県外から集めるよ

うになる。 しか し、マキノのような日帰 り中心

型の都市近辺スキー場の場合、しかもいわゆる

ベタ雪で、滑走期間も110日以下 という(47)、自

然条件に必ずしも恵 まれていないところでは、

スキー客の伸び悩みがみられる。それに加えて、

平均勾配が リフトのある第2・3ゲ レンデでは

250/1,000あ るものの、貸スキー場が立ち並ぶ

山麓の第1ゲ レンデでは86/1,000と 非常に緩や

かで、全 くの初心者用である。リフ トも2基(総

延長575m)に す ぎず、広 さと変化 を求める現

在のゲレンデスキー場 としては貧弱 さは否定で

きない(図11)。

　 また、近代的 ・大規模な宿泊施設は全 くない。

すべ てが、 いわ ゆる民宿 タイプの宿泊施設

で(48)、61年現在、北牧野 と西牧野 ・寺久保 ・

石庭をあわせて27軒 が営業 している。地元の人

による経営が大半で、村外資本は入っていない。

すべての民宿を対象に、アンケー ト形式で民宿

経営の実態を聴き取 りしたので、以下にその結

果を分析する。

　 27軒の内訳は、北牧野に19軒、西牧野に4軒 、

寺久保2軒 、石庭2軒 である。このうち通年営

業10、 冬 ・夏季節型11(う ち1軒 は春も営業)、

冬のみ営業4、 夏のみ営業1で ある。西牧野は

ゲレンデからも遠 く、民宿経営は後発であるた

めか、通年営業のところはない。もっぱら山小
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屋経営が中心である。

　 しか しここの民宿経営の特色は、その前段階

としての貸スキー業 と食堂経営に求められよ

う。これまでみてきたように、 日帰 り中心型の

スキー場のため、地元の人たちの収入の中心は

貸スキーと、第1ゲ レンデに立ち並ぶ食堂 ・休

憩所での飲食物の売上げであった。毎年宿泊す

るような常連客は表2に みるように、大部分の

民宿で持っているが、その人数のおおよその内

訳をみればわかるように、小学校が27.5%と 第

1位 であ り、企業や一般客が少ないのがわかる。

戦後のマキノスキー場の平均的なイメージは、

非常 になだらかなスロープと、バスが直接ス

キー場 まで進入可能で、ロープウェー乗 り換え

の必要がない利便 さである。比良山やびわ湖バ

レーに比べて遠距離にありながら、永 らく滋賀

県 ・京都府 ・大阪府下の小学校のスキー授業の

場として親 しまれてきた最大の理由がこれであ

る。そのため、他のスキー場に比べて子供用貸

スキーの需要が多かったことは容易に首肯され

る。

表2　 民宿の得意客の有無 (%)

無 16.7

得
　有
一

83.3

小学校　　　　　　　　　 27.5

意 ( 高校 ・大学　　　　　　　　10.0

内 ボ ー イ ス カ ウ ト ・YMCA　 17.5

客 訳 企業　　　　　　　　　　17.5
) 一般　　　　　　　　　　22 .5

その他　　　　　　　　　 5.0

(聴きとり調査による概数を合計した数値から算出

　 したもの)

　戦前から民宿を経営 していたのは、北牧野で

6軒 にす ぎず、最も古い民宿の開業は昭和3年

(1928)で ある。当時はスキー小屋の経営を村

営で行なっていたようで、これが牧野の冬場の

重要な副業になっていた(49)。戦後の開業では、

昭和30年 代までに12軒で、昭和40年 代は3軒 、

50年代に6軒 となっている。50年代に開業 した

ものは、いずれも季節民宿である。

　図12は聴 き取 りによって確認 し得た限 りの民

宿の開業年(一 部の民宿では1～3年 程度のず
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(聴きとりによる。※はペンション形式の もの)

れが存在する)と 、収容規模 ・営業期間の関係

をみるために作成したものである。収容規模は

宿泊用の部屋の総畳数 を指標とした。一つの例

外を除いて、大きくは図中に示 したように、3

つのグループに分けることがで きると思われ

る。

　第1群 が昭和初期から第二次世界大戦終了前

までに開業した先発グループと呼べるもので、

収容規模は1戸 を除いて100畳 前後(平 均105.7

畳)で 、通年営業許可をとったものが圧倒的で

ある。第H群 は開業年が昭和35年(1960)ま で

の後発グループで、特に30年 ごろに集中するの

はスキー場の整備、とりわけリフトの設置や、

スキー愛好者の増加によるところが大きいと推

測される。このグループでは、現在 も季節営業

の民宿が多 く、収容規模 も第1群 に比べると小

規模なものが多い。平均畳数は61.5で ある。ま

た、西牧野 ・寺久保 ・石庭 といったスキー場か

らはやや離れたところにも民宿が開業 している

ことも特色である。第四群は昭和40年 以降の開

業になる最 も新 しい民宿で、いずれも収容規模

は50畳前後(平 均48.8畳)と 小規模で、部屋数

の平均 も9.8で ある。ただ、このグループのな

かで、昭和50年 以降に開業 したものは若干性格

が異なる。これらの民宿は、滋賀県の国民休養

県構想を受けて、マキノ町が自然休養村に指定

され、各種の施設(5。)が建設 されるなかで、マ

キノ高原として、夏のキャンプ・学生合宿・テニ

スなどを目的にした観光客が訪れることを見込

んだ、マキノ町観光協会の強い働 きかけが大 き

く作用 している。しかしこのグループの多 くも、

ヒュッテ(山 小屋)・ 貸スキー経営の経験 を10
～20年 も持っているところが多いことは特記さ

れよう。ただ、昭和61年 に石庭に開業 したのは、

部屋がすべて洋室のペ ンション形式である。テ

ニスコー トを4面 備えた、リゾー ト型の もので、

経営者は東京出身の脱都会派である(51)。

　収容規模が90～100畳 以上の民宿は、収入の

8割 以上を依存する専業的色彩が強いが、ペ ン

ションを除いて完全に宿泊収入だけに依存 して

いるところはない。農地の保有 も平均で95.1a、

先発の第1群 の6戸 では138.7aに 及ぶ。第H・

m群 では水田を完全に委託しているものもある

が、第1群 の家では、宿泊者用の飯米 を自家水

田で賄っているところが多い。世帯主の兼業と

しては、農業 ・公務員 ・建設業 ・大工なでであ

るが、民宿開業以前の職業としては、27戸 中23

戸が農業 と回答している。

　民宿の働 き手としては、女性の比率が約7割

を占め、夫婦が中心的役割を果たしていること

が多い。ただし、繁盛期には臨時雇用を27戸 中

24戸で行なってお り、その9割 が女性労働力、

それ も30歳以上が圧倒的である。また、信州の

スキー民宿にみられるような県外の大学生アル

バイトは6人(13%)に すぎず、マキノ町内か

らの通勤が87%を 占める。また、親戚筋からの

調達が3割 を超えているの も興味深い。

5.　 お わりに

　扇状地はその形態に非常に特色があ り、わが

国では戦前から地形図をもとにした地形計測的

研究や土地利用を中心 として、多 くのす ぐれた

モノグラフ(地 誌)が 産み出されて きた(52)。

また、包括的な文献目録や主要扇状地の地形的

基本数値 も、わが国での扇状地の理論的 ・自然

地理学的研究のパイオニア的存在であった村田

貞蔵氏の都立大学の定年退官論文集 『扇状地一

その地域性』(53)に収録 されている。扇状地とは、

日本人にとって、非常に馴染みの深い、また地

形単位が相対的に小 さい、扱いやすい対象で

あったことは確かなようである。
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　 もっとも、世界的にみると必ず しも代表的な

地形ではないように思われるし、たとえ存在 し

ても、それ独 自として研究の対象となるのは、

比較的少なかったのではないだろうか。アメリ

カ合衆国の乾燥地の扇状地が、岩石の不連続的

崩壊と堆積プロセスのコンテクス トから注目さ

れたのは、わが国での多彩な先駆的研究 よりも

30年以上もあとであることなどもその証左にな

る(54)。その意味で も、扇状地はきわめて日本

的な研究対象であったといえよう。

　 しかし、かつて隆盛であった扇状地の地誌的

研究は、現在では 『黒部川扇状地研究』「砺波

散村研究』など一部のローカルな地理学専門誌

を除いて、盛んであるとはいい難い。ましてや、

この小稿でとりあげたような小規模な扇状地の

場合、興味ある地理的現象 を内包 しながら、こ

れまで一度 も本格的には記載されてこなかった

ものが多い。その意味では、本稿は落穂拾いか

もしれないが、地誌学の発展的復権を願う筆者

にとっては、それ以上の意義を見出してみたい

思いにかられる。4章 までに述べたことのまと

めを兼ねて、この地域の扇状地の地域的性格 を

次に若干論じて、結びとしたい。

　本稿で取 り上げた扇状地は、いずれも現成の

もので、開析の度合いは小さい。特に牧野 ・石

庭扇状地上の河川は、滋賀県の河川としては例

外的に天井川化 してお らず、扇央部でも表流水

がみられる、人工の営力の加わ り方が小さい河

川といえよう。しかし、百瀬川扇状地は土砂供

給域が古生層山地であるのにもかかわらず、膨

大な量を扇状地面に吐 き出 してきた。河床幅も

最大で150Mに 及び、潜在的な水量も他の2つ

の扇状地の河川よりもずっと大きい。しかし扇

央部で伏流するため、集落立地は扇端部に限定

される。豊富な伏流水がごく浅い掘削で得 られ

るし、湧水を生活用水のみならず、湖岸水田の

灌漑用水としても利用 している。

　いっぽう、扇央部はいずれの扇状地もかつて

は広葉樹林を中心 とした雑木林であったと推定

され、採草 ・薪炭資源 としての価値 しかなかっ

た。燃料革命以降、この雑木林はスギの植林が
一部で行なわれたが、 しいたけ栽培の場所を提

供する以外に大部分は、ほとんど有効な利用が

されないまま放置されている。

　 その雑木林の粗放的開発の一方法が、百瀬川

扇状地におけるカキなどの果樹と、石庭扇状地

のクリ園である。いっぽう、より集約的な土地

利用である扇状地の水田化は、ひとえに水の確

保にかかっているが、三扇状地とも全面的な開

田はいまだなされていない。百瀬川扇状地では、

旧河道を利用 して南半分が、石庭 ・牧野扇状地

では扇側部が、近世に開田されている。なおア

クティブな状況を呈するこれらの扇状地でも、

この部分的な水田化が、かなり早 くに行われて

いることにこそ、 もっと注目すべ きであると私

は考えている。

　このような比較的類似 した土地利用であった

三扇状地のなかで、牧野扇状地だけは、なだら

かな傾斜を利用したスキー場として、昭和初期

から違った歩みをはじめる。スキー場そのもの

の開発と宿泊施設が、ほとんど大字牧野の人た

ちの手によって行なわれ、外部資本は、リフ ト

の管理とスキー場 までのアクセスに関わってい

るだけである。関西のスキー場としては老舗で

あるが、スロープがなだらかで変化に乏しく初

心者向きであること、中級者用ゲレンデが狭い

ことなどの理由で、スキー客は小学生の団体が

中心で、伸び悩みは覆いか くせない。その打開

策がマキノ高原 として、冬季以外にも若者を集

めるような施設作 りであ り、町を中心 として推

進されつつある。それは、マキノ町が、京都 と

の結びつきの濃厚な滋賀県湖西地方にありなが

ら、大津や京都からも1時 間圏にはいらず、町

の活性化の道を都市住民の短期滞在型 ・週末 レ

ジャー基地として位置づけようとしていること

とも深く関連する。

主

(1)主 な調査事項 としてば、1)海 津 ・西浜 ・知内の

　 集落内部の土地利用調査、2)高 島郡北部(今 津

　 町以北)の 条里地割の検出とその水利 ・測量調

　 査、3)百 瀬川扇状地の土地利用と扇端部の湧水

　 調査、4)マ キノスキー場周辺の民宿調査などで

　 ある。1)に ついては、小林健太郎が 「高島郡マ

　 キノ町海津 ・西浜 ・知内の集落形態と土地利用」

　 として、2)に ついては高橋誠一が 「高島郡北部

　 の条里遺構」、3)に ついては筆者が 「百瀬川扇

　 状地の土地利用 と湧水」と題 して、61年 度湖沼
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　　実習施設講演会で発表した。また2)に ついては

　　 「条里縁辺地域における水利 ・土地利用システ

　　ムの歴史地理的研究」(昭 和61年 度科学研究費報

　　告書、研究代表者　小林健太郎)に おいて、高

　　橋誠一 ・小林健太郎 ・野間晴雄 「高島郡北部の

　　条里と水利」(PP.77-84)で 報告しているので、

　　参照されたい。本稿は上記の1)4)を まとめて

　　一論文にしたもので、扇状地群相互の比較地誌

　　 と銘うちながら、実質は1)4)が かなり異質の

　　内容を含み、厳密な意味での比較研究になって

　　いないことを予めお断 りしておきたい。

(2)こ こでいう湖西地方とは、滋賀県の一般的区分

　　による範囲を示す。すなわち、滋賀郡の志賀町

　　以北と高島郡の全町村が含まれる。

(3)大 矢雅彦 「沖積平野における地形要素の組合わ

　　せの基本型」、「早稲田大学教育学部学術研究』22、

　　 1973、　PP.23-43

(4)た とえば高等学校の教科書出版社による読図用

　　ワークブック 「高等地理作業ノート」(清水書院)

　 　や 「新編コンターワーク」(帝 国書院)で は、等

　 高線をたどったり、土地利用の着色による扇央

　 部や扇端部の相違の判断などの作業に加えて、

　 集落立地の理由としての湧水、天井川の判断基

　 準などを問うている。

(5)水 山高幸 「扇状地における洪水 ・土砂災害」(芦

　 田和男編 「扇状地の土砂災害一発生機構 と防止

　 軽減一 、古今書院、1985、PP.9-28)

　 　 同 「空中写真、地形図から読みとれる地形発

　 達史ならびに地形の変遷一比良山系とくに百瀬

　 川、木戸川を例として一」「新砂防』115、1980、

　 PP.52-59

(6)田 村幹失 ・松下修治 ・伊藤克己 ・酒井助太郎「滋

　 賀県の古生層と中生層」(滋 賀自然環境研究会編

　　 「滋賀県の自然」、滋賀自然保護財団、1979、

　 PP.152-156)

　 　 小出博 『日本の国土　上」、東京大学出版会、

　 1973、PP.76-78。 この書のなかで、小出は志賀

　 町とマキノ町の扇状地群のような小規模の扇状

　 地の場合、上流山地の岩石の物理的風化作用が

　 災害の型、扇状地の土地利用の状態を決定する

　 重要な因子であることを論じている。氏は、マ

　 キノ町の扇状地群 を、志賀町の扇状地群より高

　 度な土地利用形態(そ れは扇側部 ・扇頂部付近

　 に水田が見 られることなど)と して捉えている。

(7)籠 瀬 良 明 　「自 然 堤 防 」 古 今・書 院 、1975、PP.

　　203-211

(8)水 山高幸 ・坂口慶治 「石田川の河川争奪」(水 山

　　高幸編 「空からみた自然景観 大明堂、1982,

　 　PP.60-61)

(9)前 掲(5)の前著、PP.21-28

(10)中 山 ・高木は甲府盆地の13の 扇状地の平均勾配

　　を掲げているが、盆地底の扇状地 を除いて、20

　 　～35/1,000で あ り、百瀬川 もこの範疇に入ると

　　考えてよい(中 山正民 ・高木勇夫 「微地形分析

　　よりみた甲府盆地における扇状地の形成過程」

　　 『東北地理」30-2、1987、pp.99-101)。

(11)前掲(7)、pp,209-211

(12)前掲(7)、PP.30-34、209-211

(13)「海 津村」と 「乗鞍嶽」図幅。前者は明治43年

　　の修正測図、後者は42年 の名号訂正 したものを

　　使用した。

(14)藤原敏朗 「百瀬川の砂防」「新砂防』115、1980、

　 pp.59-62

(15)「 高島都誌』により一例をあげると、天明年間、

　 本川の堤防が土砂で高 くなったため、石庭 ・森

　 西の落水が本川に落ちず、中川原 ・二反田(筆

　 者注:現 在の沈砂地付近)の 田地耕作に支障を

　　きたしたので、延長100年 間の木樋方1尺 の物を

　 敷設 したという。これか らわかるように、石庭

　 扇状地との問で2つ の扇状地が完全に合体 して

　　いたのではなく、凹地が介在 していた。そのた

　 め被害は排水不良によるものが大部分で、直接

　 の破堤被害でない。

(16)近 畿地方建設局滋賀国道工事事務所、マキノ町

　 役場建設課および教育委員会の資料。

(17)野 間晴雄 「湖北蚕糸業の盛衰と邦楽器糸製造業

　 についての地域社会史論」『滋賀大学教育学部紀

　 要(人 文科学 ・社会科学 ・教育科学)」36、1986、

　 p.26

(18)滋賀県 「滋賀県市町村沿革:史」1960、p.852

　 当時の対象地域周辺の桑畑の分布をみると、水

　 田にならないような畑地 ・堤外地 ・林地に多 く

　 作付けられているのがわかる。

(19)前掲(5)の前著p.26　 　 　"

(20)25,000分 の1土 地条件図 「竹生島」1984で は、

　 石庭扇状地 を台地下位面、牧野扇状地 を台地下

　 位面と中位面(ス キー場付近)に 区分 している

　 いっぽう、百瀬川扇状地では北 を緩扇状地、南
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　 を台地低位面としている。これらはもっぱら絶

　 対高度を基準としたもので、成因を詳 しく考慮

　 したものではない。

(21)藤 岡謙二郎 ・田端与利男 「靹結駅」(藤 岡謙二郎

　 編 「古代 日本 の交通路4」 大明堂、1979、PP.

　 156-159

(22)マ キ ノ町詩編 さん委員会 「マキノ町誌」1987、

　 PP.594-600

(23)滋 賀県史編 さん委員会 「滋賀県史昭和編　第3

　 巻』、1976、PP.148-149

(24)生 産組合での聴き取 りによると、組合員の居住

　 地は下開田 ・上開田 ・牧野 ・石庭 ・辻 ・森西 ・

　 蛭口 ・沢 ・寺久保で、とりわけ下線部の地権者

　 が多い。

(25)前掲(22)、PP.595-600

(26)前 掲(22)、　PP.703-704

(27)苅 安(オ ウミカリヤス)Miscanthus　 tinctoriusは

　 ススキに似た多年生のイネ科植物で、黄色の染

　 料をとる。近世期には京都 ・大津の染物業者へ

　　出荷された。マキノスキー場あたりの山林原野

　　に自生 していたらしい。

(28)野 間晴雄 「第二次大戦下の草津」(草 津市史編 さ

　　ん委員会 『草津史　第4巻 』近刊)に 老上地区

　　の果樹の沿革 を記 しておいたが、ここの場合 と

　　同 じく、岐阜県出身者によって始められている

　　ことは興味深い。

(29)前掲(23)、p.324

(30)～鼓賀県　　「滋賀県統言十書　　日高禾025年度」

(31)タ バ コは昭和28年(1953)に 県事務所 と農協連

　 が導入を計画 したのが始 まりで、旧西庄 ・百瀬

　 村域で栽培されている。

(32)こ の分布図には個人の屋敷の中にある井戸は含

　　まれていない。

(33)正 式2万 分の1(図2)に みえる川上村沼など

　　の内湖はいずれ も村有地で、戦前に周辺農民の

　　請願によって埋め立てられている。

(34)前 掲(1)のうち、高橋誠一 ・小林健太郎 ・野間晴

　　雄 「高島郡北部の条里と水利」PP.77。84

(35)イ ケの用語の多様性は、一面ではここの湧水の

　　豊富さを物語っているともいえよう。一般には

　　洗い場はカバタ(カ ワの端の意味か)と いうこ

　　とが多いが(た とえば、大槻恵美 「知覚環境と

　　フィール ドワークー琵琶湖岸における村落調査

　　より一J「 人文地理』39-1、1987、pp.45-48)、

　 中庄 ・新保での聴き取 りではカワタという。

(36)鳥 越皓之 ・嘉田由紀子編 「水と人の環境史』御

　 茶の水書房、1984、345pp.

　 　 地域環境プロジェクト班 『環境問題への文化

　 的アプローチ」滋賀県琵琶湖研究所、1987、202

　 PP・

(37)古川彰 「川 と井戸と湖一湖岸集落の伝統的用排

　 水一」(鳥越皓之 ・嘉田由紀子編 「水と人の環境

　 史」御茶の水書房、1984、PP.242-247)

(38)ノ」・牧實繁 「牧野聞書」 『近畿民俗』6、1951、

　 PP.2-4は 、昭和11年 に木村憲治氏と牧野を訪

　 れた際の民俗採録である。冬場はスキー客で賑

　 わいなが ら、なお近江の周縁農山村の一般的特

　 色を保持 していることが記され、当時の記録 と

　　して貴重なものである。

(39)前掲(22)、PP.1285-86

(40)前掲(22)、PP.1285-86

(41)ス キー場の開発年代は厳密には初めてその地で

　 滑走を試みた時 とは異なり、なんらかの観光資

　 本が投入された時が適切 と考えられるが、なか

　 なか当時の詳 しい事情ははっきりしないことが

　 多く、しかも功労者を顕彰する意味もあってか、

　 初滑走年を開発年とする傾向があるようである。

　 牧野の場合、 リフ トを江差鉄道 とで共同経営す

　 るまで、スキー場に関しては外部資本が入って

　 いないので、いつを開発年 とするかは意見の分

　 'れ るところである。筆者は山小屋 などの整備が

　　され、「マキノスキー場」 と命名された昭和4年

　　を実質の開設年としたい。

(42)白 坂蕃 「本邦におけるスキー場の発達 と立地お

　　よび分布について一Recreat正on　Geography序 説

　 一」『学芸地理』29、1975、p.23

(43)白 坂蕃 「野沢温泉村におけるスキー場の立地と

　 発展一 日本におけるスキー場の地理学的研究

　 第1報 一」 「地 理 学 評論」49-6、1976、PP.

　 341-360

　 　 野沢温泉村 「野沢温泉スキー場史」、1975、

　 500pp.

(44)前 掲(22)、　PP.1086-89

(45)サ ンケイバレーは登山用エスカレター(カ ーレー

　　ター)を 設置するなど積極経営を行なったが、

　　これが故障続きで不評となり、43年 には名古屋

　 鉄道に買収され、びわ湖バレーと改称 された。

(46)夏 期 の登山 ・ハイキングの観光客数を含む。び
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　　わ湖バレーでは登山客は1割 もないが、比良山

　 ではおよそ3割 を占める。

(47)白坂 蕃 「ブナ帯におけるスキー場の立地と発展」

　　 (市川健夫 ・山本正三 ・斎藤功編 「日本のブナ

　 帯文化」朝倉書店、1984、p.169に よると、年間

　 最深積雪量50cm以 上に分布するスキー場の中で、

　 企業的に成立するのは100㎝ 以上で、スキーリフ

　　トが110日 以上稼働することをあげている。

(48)27軒 の うち、民宿の営業をと;っているものが15

　 軒、旅館として登録しているのが12軒 であるが、

　 旅館 といえども通年の営業が民宿と異なるだけ

　 で、設備等には大差がない。

(49)前掲(38)、p.3

(50)〈土 に学ぶ里〉をキャッチフレーズに、都市部

　 に居住する学童に自然 とのふれあいを体験 させ

　 るための諸施設の建設が行われた。町内の既存

　 の観光地である、マキノ高原、牧野民宿、知内

　 浜海水浴場、観光栗園に加えて、知内川べ りに

　 新たに 「土 に学ぶ里 研修センター」を昭和57

　 年にオープンさせ、陶芸 ・絵付け ・わらぞうり

　 作 り・焼杉細工などの創作実習の場の提供と指

　 導、多 目的ホール、民家移築などを行なっている。

　 これらの施設の間はサイクリング道路によって

　　も結ばれている。このプランのなかで、マキノ

　 高原には、キッンプ場 ・緑地広場 ・野外活動広

　 場 ・植物観察園 ・ちびっこ広場 ・オリエンテー

　　リング場 ・学習農園 ・水あそび場 ・遊歩道 ・テ

　 ニスコー トなどが設けられた。

(51)こ の他に、現在、白谷地区に2軒 、沢地区に1

　 軒のペンションがありぐこれ らはいずれ もマキ

　 ノ町以外からきた く脱都会派〉の経営者であり、

　　1軒 を除き、専業 ・通年営業である。

(52)小 川琢治以来の砺波の散村研究、村田貞蔵の一

　 連 の 形 態 研 究 、 田 中 啓 爾 の 甲府 盆 地 の 地 誌 的研

　 究 な ど枚 挙 に い と ま な い が 、滋 賀 県 の 扇 状 地 は

　 か な り典 型 的 な もの が 存 在 す る に もか か わ らず 、

　 戦 前 の 研 究 で は ほ とん ど取 り上 げ られ る こ と が

　 な か っ た とい え る。

(53)矢 沢 大 二 ・門村 浩 編 『扇 状 地一 そ の 地域 性 一 』、

　 古今 書 院 、1970、370pp.

(54)Bull,　 W.,　 B.,　The　 alluvial・fan　 environment,

　 Progress　 in　Physical　 Geography　 2-1,1977

　 Rachocki,　 A.,　Alluvial　Fans:An　 Attempt　 at　an

　 empirical　approach,　 Jhon　 Wiley&Sons,1981,

　 PP.5-8

(付記)

　 　 現地調査や資料収集に関して多大のご便宜を

　 図っていただいたマキノ町役場総務課 ・建設

　 課 ・町議編さん室、今津町役場都市計画課、近

　 畿地方建設局滋賀国道工事事務所、マキノ町民

　 宿経営者の方々、マキノ果樹生産組合に対 して

　 厚 く御礼申し上げます。なお、昭和61年 夏の合

　 宿調査参加者は下記の44名 である。

　　 卒業生…北川浩志 ・藤岡高史 ・山本修嗣 ・鍬

　 田英夫 ・鍬田昌英 ・早田月絵 ・ノト森秀章 ・村川

　 喜洋 ・今井孝代 ・日名子一雄 ・山口昌伸

　　 在校生…伏木敏治 ・兼山英泰 ・河原一志 ・京

　 近武史 ・鈴木章一 ・谷博之 ・橋本重之 ・木下麻

　 子 ・高山昌子 ・外村涼子 ・玉井正 ・山本毅 ・河

　 内宏之 ・田中孝男 ・田濃良和 ・南田聡 ・村木一

　 志 ・渡辺信之 ・清水孝子 ・西村成美 ・下村文

　 宏 ・酒井ひろみ ・中川 まゆみ ・藤橋恭子 ・萬木

　 昌代 ・杉浦直美 ・太田洋介 ・辻英由生 ・田中千

　 草 ・鳥居紀代美 ・廣岡美津子 ・前川ふさ子 ・向

　 出久美


